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編 集 後 記
前月号の本欄に 「夏の男性の服装」に就て記 したが,そ の後この事に関連のある二っの事柄を
見聞した.そ の一っは 「サyデ ー毎 日」の7月6目 号に服装研究家の長沢節氏が 「軽い男性の夏
姿」と題して主張を述べていられる.その要旨は,近 頃の若い男性は背広とい う制服に とらわれ
なくなっている.暑い時には背広を脱ぐことが第一である.上を軽くしたらズボyも 軽 くするの
が当然で,ズ ボソが背広のままであるのはおかしい,しかし南国風のシヨーッは街着としてはま
だ行きすきであるから,あ まり短くせず,長 くてもくるぶ しが見える程度にする.も う…っ,靴
も夏向きのサソダルの如きものにする.
以上の服装の点は後記子の書いた事 と全 く一致 している.衛生学者でなくても服装研究の専門
家 と同 じ意見であつたことは愉快であ り,自説に自信も持つた.
◇
もう一つの事は,7月11日の朝の ラジォの話で,汗 の研究では第一入者である著名な某生理学
者が,ア ナウソサ'の 問に答えて,暑 くて汗の出る時にネクタイで首をしめていることは生理衛
生的にもよくない。開襟シヤツがよい.そ う思いながら世聞の風習から,自分もネクタイをしめ
ていると言われた.こ れを聞きながら正直なところ後記子は一寸失望 した、と言 うのは先生のお
考 えが後記子の思っていることと違っているからである.このような先生こそ生理衛生的な立場
から,先頭に立って堂 々と開襟シヤッを主張し,実行 して頂きたい.そ うい う運動の リーダにな
つて頂きたいと思 うわけである.
◇
健康保険の根本及び今回の甲乙二表に就ては多 くの問題があるが,目 本医師会雑誌7月1目 号
に載つている橋本厚相の言葉に就ても考えねばならぬ.厚 相は,大 学で指針以外のことを行 うの
は文部省の聞題で,これを保険の枠で賄 うのは不合理であると.成程一応はそ う考えられるが,
更に深 く考えると,大学の臨床研究は結局は国民医療のためにな り,従つて健保の向上 と結びつ
くのであるから,厚生省は知らぬ顔をせずに,進 んで研究費を負担すべきであると考える.
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